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わたしには「記憶」と「感情」というお題が与えられて














正直なところ、新入生に対してはいささか不親切な選書かもしれないが、世界 光度がそれ以後減退 てしまったのように感じられる絶望的な出来事のあとに、 たとえば 「アウシュヴィッツ以後」に そこに赦 と歴史叙述の可能性はいかにして可能 のかを正面から考察 いる。わたしはこれも「感情記憶」の問題系の極北の試みだと考えている。
もうひとつ。日本語訳としては出たばかりだが、カロリ
ン・エムケの『憎しみに抗って──不純なも へ 賛歌』（浅井晶子訳、 みすず書房、 二〇一八年）
を挙げたい。 この本は、 「感
情」をめぐる現象に別の方向から目をこらしている。近年、移民の大量受け入れをきっかけ ヨーロ パでも噴出しているヘイト行為において、何が起こっているのかを、こ攻撃性の内側から照らし出している仕事だからだ。ナチスの罪責の記憶が、ドイツ社会においてすら、 「賞味期限」を過ぎたかのように扱われ始めているという。
ヘイトやそれを許してしまう風潮に、 「反知性主義」と




なかに分け入 考え、思い迷 、複雑なことを複雑に理解することでしか、道は開けてこ と思う。
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